
令和７年度 第２回 島田市食育推進委員会 会議録 

 

日時 令和８年２月４日（水） 

午後３時30分から午後５時00分 

会場 島田市役所本庁舎第２委員会室 

１ 開 会                                     

 

２ 会長あいさつ                                  

  

３ 議事                                    

（１）低栄養予防の取組について（報告） 

【事務局】 

資料１、健康づくり課が主に実施したものについて説明。定例で実施している健康相談の

場において、75歳以上の方に栄養と口腔機能に関する４項目のチェックリストを実施した。

来所者のうち今回の取組みの対象者となる75歳以上の対象者が７月、10月、１月の健康相談

において合計20人ということで少なめだった。またその中で、ハイリスク者に該当し個別対

応した人は口腔の項目に該当した1人のみで、歯科衛生士の相談につないだ。これは、定例

の健康相談の場に来る方は意識の高い方が多いためとも考えられる。 

低栄養や痩せ予防に関する健康教育について報告。高校生の痩せに関しては、今年度は市

内の高等学校１校にとどまったが、健康教育に入らせていただいた。また、「カムカム健康

プログラム」では、噛み応えのあるお弁当を食べながら講師や市職員の講話を受講するとい

う１クール５回実施する講座で、昨年度に引き続き開催し、延べ102人の参加があった。そ

の他、高齢者の居場所や食推協学習会などにおいても低栄養に関する講話を実施した。 

国保年金課での実施内容について説明。後期高齢者健診の受診者のうち、75歳～84歳の人

の結果から、先程と同じチェックリストの項目で低栄養状態の該当者を抽出し、訪問による

指導を実施した。対象者82人のうち訪問による指導を58人実施した。口腔機能の項目にも該

当している人については、保健師と歯科衛生士が一緒に訪問対応をしている。24人は不在な

どで本人に会えなかった。 

包括ケア推進課では、介護予防や健康促進のために地域で実施している「しまトレ」の参

加者にチェックリストを実施している。実施者356人のうち低栄養の項目での該当者を抽出

し、他のサービス等の利用がなく、情報提供の同意があった６人を国保年金課に繋ぎ、訪問

等の個別対応の依頼をした。 

その他、高齢者ふれあい事業において、在宅栄養士会が市の依頼により10か所で低栄養予

防の健康教育を実施した。 

今報告したとおり、横の繋がりを強化し連携していくことでより効果的な取組みとなるた

め、今後も各関係課で線を引くことなく一体的な対応ができると良いと今年の取組みから感

じた。 



【委員】健康教育の実施回数は載っているが、実施した後のアンケートは実施しているか。 

【委員】低栄養の予防教室では、予防は治療よりよっぽど良いというテーマで10か所行った

が、1番難しかったのは、高齢者の場合、低栄養という考え方が非常に少ない。元気だった

ら低栄養ではない、風邪をひいたら低栄養になるという感じでとらえている方が多い。もう

１つは、体格がいいから低栄養ではないという考え方もあった。もっと難しいのが、今まで

高齢者は粗食の方が長生きする、魚や大豆を食べている方が元気だと思っている方が多く、

痩せていた方がよいという考え方が大逆転した。よく聞かれたのが、魚や大豆が良いと言わ

れていたのに急に卵や肉を食べたほう良いと言われる理由は何か？というのが一番多かっ

た。今まで言っていたことに関して、しっかり説明ないと受け入れにくい。今まで魚や大豆

が良いと言っていた理由は、血管を柔らかくするためには魚や大豆はとても良いということ

と、日本人のたんぱく質の吸収率は遺伝子的に大豆や魚の方が吸収を上手にできる、小さい

ころから食べなれているから。また、今の高齢者の方は、卵や肉をたくさん食べて成長して

いるわけではないので、卵や肉の吸収率は今の若い人よりもあまり上手ではない。だから、

大豆や魚の方がいいですよといわれてきたという説明をし、高齢者でも常に成長ホルモンは

出ているので、その成長ホルモンが長くいつまでも出て、尚且つ免疫力ができるには卵や肉

も必要ですという話を、時間をとってさせていただいた。しかし、そのように話していって

も、大豆や魚はダメと捉える人も出てくる。肉と卵が良いというと、大豆や魚はダメと考え

る人がでてくる。こっちはダメだけどこっちは良いという考え方になりがち。低栄養で、肉

や卵がいいよと強調しすぎてしまうと、魚や大豆がダメとなってきてしまうので、栄養教育

は難しいと感じる。また、皆さんにお話ししたのは、1週間に５日間くらいはこんな献立が

いいよとサンプルを出した。たんぱく質が1日にこれくらいだと、体重１㎏に対してたんぱ

く質１ｇで考えて、40㎏の人ならたんぱく質40gはこれくらいだとサンプルを出し、それが

皆さんの食生活とあまりにもかけ離れている人は少し気を付けてください。大体自分が食べ

ているのと一緒だよと言った場合は、改めて低栄養という概念をもって、肉や卵を食べなけ

ればということは考えなくても大丈夫だよと。自分の昨日の夕ご飯だけを出してもらい、夕

ご飯だけでたんぱく質を15gから20g食べられている人は、朝と昼はたんぱく質は10gずつで

いいよと話をしていきながら見てみると、皆さん意外にとっていることがわかった。夕飯だ

けで25gくらいとっている人がいるので、思いのほかとっているなというのを思った。ただ

し、こういうところにいらっしゃる方は非常に健康に関心がある方が多く、ここでアンケー

トをもしとるならば、健康に関心がある人のアンケートになってしまうので、おうちにいる

人にした場合のアンケートとは違ってしまうのではないかなと思う。また、包括ケアの方で

伺うこともあるのですが、そちらだと全く違って、給食センターからとっている１食を２回

に分けて食べている人もいる。そうなると、とてもたんぱく質が少ない。教室に集まる人

は、健康にも運動にも栄養にもとても興味を持っている人なので、説明は肉や卵がなぜ必要

になったかという説明にこだわって10回お話をさせていただいた。 

【委員】 

私も高齢者の教室で、お弁当を作って出したときに、高齢者の方が明日の朝まであるよとお

話をされた。食べきれないから明日の朝までと、その方は高齢者の一人暮らしで、結局同じ

ものを食べてしまう。その時に、少し工夫をしてという話もしたが、面倒くさいが先に立っ

てしまう。食べることは大事だからしっかり食べてねとお話をしたのですが、上手に食べて



もらうというのはなかなか大変だなと感じた。 

 

（他質問なし） 

 

（２）令和７年度食育に関する取組について（報告） 

【事務局】 

学校の今年度の取組について事務局より報告。栄養教諭等から児童生徒への食育指導につい

ては、各小中学校では、学級ごと食育に関する講話をする時間を設けている。内容として

は、食材に含まれる栄養素や体に必要な栄養について、またバランスのとれた食事、地場産

物を使用した給食メニュー、食材を提供している生産者の思い等を児童に伝えることで、感

謝の念をもって給食を含む３食を残さず食べようとする心を養う。また、委員会活動でも、

残量を減らす取り組みをしており、残量の少なかった学級には委員会から賞状を渡したり、

スタンプラリーを行って残量を減らす取り組みを見える化し、頑張りメニューを決め、残さ

ず食べようとする意識向上にもつなげている。また、掲示や昼の放送を使って、地場産物の

ことや栄養面、生産者のことなど食材の良さについて全校生徒に伝える活動を行うことで、

児童が献立に関心を持ち、残さず食べようとする意欲が向上した。また、給食担当職員や栄

養教諭等が、配膳時に学級を回り、配膳の様子を見たり、残さず食べるよう呼びかけたりす

る活動を定期的に行うことで、残さず食べるための意欲付けにつながっている。その他に、

地元の給食へ食材を提供する生産者を講師として招き、市内小中学校の給食担当者を対象

に、生産者としての思いや苦労などを伝える会を開催し、小中学校の職員に対しての啓発も

行った。 

【委員】 

お茶の入れ方教室は、6月に市立看護専門学校の学生を対象とした講習から始まり、その後6

回小学生や一般を対象に行った。参加人数は238名。特にお茶屋さんが中心になって実施し

ていただいた。続いて、T-1グランプリは、お茶の歴史やお茶の品質、お茶の入れ方までや

る大会。小学生高学年を対象に実施し、44名の参加がありました。これは年に1回の大会と

なっている。その他、有機茶や普通煎茶の贈呈を希望校に配布。新婚カップル茶器等贈呈事

業についは、去年の12月末で市内146組の新婚カップルに茶器の贈呈を行った。 

【委員】 

高齢者の場合は元気の方が来られ、来られている方は低栄養にも関心がある。食育クッキン

グにしても、お母さん方も関心がものすごくある人が参加する。なので、私としては、関心

がない、気付きがない、そういう方に来ていただきたいなと思うが、なかなか難しく思う。

また、保育園もいくつも回るが、同じ人がいくつもの保育園で会ったりする。そのような人

には、今まで来たことがない人を１人でも連れてきてほしいとお願いしたりしている。食で

悩んでいる小さい輪をもう少し広げたいなと。何でも好き嫌いなく食べさせなければいけな

いと悩んでいる。1歳の子には1歳の子の味覚の幅があるし、そこを理解せずに、栄養のバラ

ンスを大人と同じように考えて、色々なものを食べなければいけないとなってくると、私が

育ったころのように食材が少ないときは良いが、今は食材がものすごく豊富にあるし、季節

外れのものもある。何でも好き嫌いなく食べるというのは難しい。また、ネットをよく見て

いるのでものすごく新しい栄養学も入ってきている。簡単に言うと、お粥の作り方も、お粥



なんていらない。最初から柔らかいご飯をあげればいいということがネットから流れてき

て、うちの子は食べますという人がいる。10倍粥のような味がないものを食べるよりは、普

通のごはんを食べたほうが大きくなるということがネットから出てきたりする。そうする

と、それを見て、そのようにやらなければいけないと思うお母さんが出てくる。しかし、消

化器がそれに順応しているわけではないので、食べられるのと消化できるのは違うという話

をしても、やはりネットの力を消すのは非常に難しく思う。一番多いのは、ネットにこれと

これとこれが出ていますが、どれをとったらいいでしょうかという質問が出てくるので、今

の人は、健康に関しても栄養に関しても情報を集めるのはすごく上手。だた、その情報が自

分にとってどうなのかまでは考える力がないように思うので、今食育の仕事をしていて難し

いなと感じている。 

【委員】 

静岡県は健康長寿日本一になりましたが、その中でも脳血管疾患による死亡が多いという課

題がある。島田市でも、減塩対策や野菜摂取促進等取り組んでいる。 

食育指導者研修会の開催ですが、こちらは幼稚園やこども園の給食関係者を対象にした研修

会を開催し、今年度は咀嚼、嗜好、偏食などをテーマに講師の先生にお話ししていただい

た。次に、静岡県では、しずおか健幸総菜の普及啓発を行っており、事業所をはじめとした

給食施設で提供いただくように普及啓発を行っている。他にも、ベジチェックを活用し、野

菜摂取促進の普及啓発を行っている。こちらは手のひらで簡単に野菜がどれだけとれている

かを測定できる機械で、簡単にできるため、健康にあまり関心がないような事業所の方など

も計ってくれる。数字ででるので啓発にはとても効果があり、島田市さんも積極的に活用し

て事業所などにも行っていただいているという状況です。 

【委員】 

先週有機農家さんが主催するみそ作り講座というものを行ったが、年々参加者が増えてお

り、お子さんと一緒に参加するお母さんが多くなっているなと感じる。体験をさせること

で、子どもが味噌汁を食べるようになったよとか、そういう中で食育ができていて、そうい

うお母さんが増えてきているのではないかなと思っている。お子さんがある程度大きくなっ

てくるとお子さんは参加されないが、手作りみそが美味しいということで、お母さんだけで

来るという人たちもいるので、丁寧に暮らすという中で食育も含まれているなと感じてい

る。 

【委員】 

1月の学校給食週間に合わせてしまださくらめしを学校給食課に協力をいただいて提供をし

た。地域に根差した食文化ということで、児童生徒、保護者の方にもチラシを配布させてい

ただき、しまださくらめしというものを知っていただけるように啓発させていただいた。少

しでも、家庭で食に関してお話ができていればいいなと考えている 

【委員】 

農業祭の開催については、11月の中旬に行う産業祭のときに２日間で８団体が農林水産物や

加工品を販売していただいた。市町対抗駅伝の夢逸品市場では、12月上旬に草薙で出店をさ

せていただいた。今年新たな取り組みとして、地紅茶サミットというものを２月14・15日に

行い、これに合わせて茶風土祭という農産物やお茶に関する物の販売を行っていくという予

定をしている。その他に、学校給食にオーガニック米の提供ということで、市内全小中学校



にオーガニック米を提供させていただき、数量としては13俵、780㎏相当を１回だけですが

提供した。予算の関係もありますので明確なことは言えませんが、来年度も実施していこう

と進めている。島二小の５年生には、講師から自然の力を最大限に生かせる有機栽培という

ことで、米作りについて講演をしていただき、新聞にも取り上げてもらった。児童からは有

機栽培の良さを知ることができたという感想もいただいた。小さいころから食べることだけ

ではなく、作ることにも視点を置くという考え方が子どもたちにも生まれればなと思ってい

る。 

【委員】 

学校給食では、おしまちゃんランチというしまだ汁と地場産物をいれた給食を月に１回提供

している。オーガニック米の提供も１回実施した。食育川柳コンクールの開催については、

島田市の地場産物をつかった川柳を募集した。学校給食で使う地場産物を入れ、郷土愛を育

むということを目的にしている。６月から９月まで募集をし、397点の応募があった。小学

校から378点、中学校から19点あった。教育長賞では、「七変化 お菓子に料理に さすが

お茶」、「とうもろこし 前歯がなくて 食べづらい」ということでユーモアがあるような

ものも入っている。このように、食育につながるように実施しております。 

次に、１回目の時に学校給食の無償化のお話をしてあったので、その続きのお話を少しさせ

ていただきます。小学校の無償化という話ですが、国が出している数字が月に5,200円を国

が補助を出しますよということで進んでいる。では、島田市はどうかというと実は5,200円

では若干足が出る金額を算出している状況。この端数をどうしようかという所で悩んでい

る。国がどのようにして5,200円を決めたかというと、令和５年度の給食費の全国平均が

4,700円であった。この4,700円が物価高騰によって令和８年度は5,200円だろうという形で

この金額が算出された。どの市も5,200円であればもちろん問題はないが、平均が5,200円な

ので、それより上のところもあれば、下のところもある。島田市は5,200円付近ではある

が、少し足が出る。ただ、お金を抑えるために、栄養を抑えるということはできなく、バラ

ンスのとれた食事を提供したいため、5,200円から足が出たとしても、そこを下げて提供す

るということはしたくないと考えている。他に対象となるのかもしれない交付金もあるかも

しれないので、その交付金を使用して保護者への負担を低減できればいいかなと考えてい

る。少なからず、小学校に関しては若干の足はあるにしても、5,200円分は適用になるとい

うことをお伝えしておく。今後、数百円を保護者に負担していただくか、もう1つの国の施

策の交付金が使えればそちらを使用するということで考えている。しかし、中学校に関して

はこの対象になっておらず、中学校に関しては今年度と同じ給食費を保護者さんに払っても

らうということで予定している。小学校、中学校で値段が変わってくるが、国の動きに合わ

せて動いていきたいと考えている。 

【委員】 

健康福祉部内の連携の事例として少し紹介させていただきます。国保年金課では、後期高齢

者医療制度の中の、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施というものがありますが、こ

れは高齢者医療の医療費削減、医療費適正化という視点で始まったものになる。令和４年度

から開始されて健康福祉部内の課長職、保健師、高齢者あんしんセンターの職員が参加し

て、年に１回、地域課題検討会というものを実施している。ここでは、健診や医療、介護の

データを分析し地域課題を探るというようなこと、さらにその課題に対し解決策をみんなで



話し合うというような業務を行っている。今年度の検討会は、国保連の職員の方を招き、分

析のお話を聞いた。検診や医療等のデータからは、島田市は県内でも健康寿命が長いという

状況、他市町と比べて健康度が高いというお話もあった。一方で１日３食きちんと食べてい

ない人や硬いものが食べにくいという方が、県の平均を上回っているというデータもあった

ということで、食生活や口腔に課題があるということも現れていた。また、80歳以降で低栄

養が増加していること、骨粗鬆症については、年齢とともに増加しているというお話がこの

地域課題検討会の中であった。長寿介護課の介護認定からは、介護申請の理由として、認知

症が以前から高くなっている。やはり認知症の背景に、脳血管疾患や高血圧、糖尿病という

ものの関連がある。そういった生活習慣病から認知症への影響があるということで、若い年

代からの食生活の見直しなど生活習慣病の予防に取組む必要性が見えてきている。これまで

も、取り組んでは来たのですが、最新のデータからもわかってきた。さらに、部内の連携に

より開始した食でつながるひろがる元気応援プロジェクトですが、これは、健康づくり課、

包括ケア推進課、長寿介護課などが行っている健康相談や各種検診事業、介護予防事業、安

心センターによる地域の活動の中で、そこに参加してきてくれた方に、フレイルのチェック

シートをやってもらい必要な支援に繋げ、その際にフレイル予防について深めてもらおうと

いう事業。部内の色々な事業をミックスして必要な方に必要な支援が届けるという視点で行

う。ここでも、低栄養等が問題になっており、これについても来年度以降も継続していくと

いう予定。最後に、国保年金課で適塩の啓発の中でヘルしろうというキャラクターがあるの

ですが、今年度着ぐるみを作る予定で、３月末の完成予定になっている。来年度、保育園や

幼稚園などを回り食育などのために使っていく予定となっているので、もし他にも計画があ

る団体さんがいらっしゃいましたらお声がけいただければと思う。 

【委員】 

朝ご飯マーチというCDがありまして、朝、子どもたちとそれに合わせて元気に体操をした

り、朝の会で朝ご飯を食べてきたかの確認をしたりしながら、ハンカチ、ティッシュ、爪な

どの確認も一緒にしている。新しいものとしては、臼と杵を使って昔ながらの餅つきを体験

をした。子どもたちがよいしょよいしょの掛け声とともに、自分たちでお餅をつくのです

が、つきあがったお餅はコロナの時から処分するという形にさせてもらい、機械で作ったお

餅をみんなで試食をした。畑で作ったじゃがいもを使ったカレー作りはずっと行ってきた

が、今年は近所のお年寄りと一緒にさつまいも作りをした。時々、雑草を抜きに行ったりし

成長を楽しみに、お年寄りにお願いしながら一緒に作らせていただいた。そのさつまいもを

自分たちで掘り、洗い、新聞紙で包み、ホイルに包むという段階も満３歳児から年長さんま

で体験し、園庭にドラム缶を用意し、焼き芋をした。今年は、お世話になったお年寄りの方

や近所の方も招待し、一緒に交流をしながら焼きたての焼き芋をみんなで食べた。 

よく噛むことは必要ということを給食の時に声掛けをしている。また、ご家庭へは噛むこと

を意識したメニュー作りや、ながら食べはやめましょうということを書いた園便りを配布し

た。小さい時から、食育に関心を持ってほしいので、園庭で野菜を育てたり、果物を育てて

収穫をして食べたり、栄養の話を入れたりしながら健康に過ごせるように日々努めている。 

【委員】 

リハビリ専門職派遣事業ですが、市の包括ケア推進課の実施事業の中で、管理栄養士、歯科

衛生士、理学療法士の３つの専門職の方を各ふれあい事業の方にお招きして、色々なお話を



していただいている。今日の資料１にもあります在宅栄養士さんが実施した低栄養予防教育

もふれあい事業。どういうものを高齢者は食べなければいけないかというような低栄養予防

のお話や、今現在のお話をしていただいたり、歯科衛生士の方に来ていただいて、口腔体操

や口腔機能のお話をしていただいたり、勉強させていただいている。ふれあい事業に来られ

る方は、元気な方が多く、本当に低栄養予防が必要な方は、そういう所に来ない一人住まい

の高齢者の方とか、おうちに引きこもってしまっている方で、そのような方に教育をしてい

かなければいけないいのだろうなという所が課題。 

【委員】 

今年度は、コロナが明けて歯と口の市民フェスティバルを６年ぶりに開催した。６年前まで

は、輪投げをやったり、ジャグリングを呼んだりなどしていたのですが、今回はそういうも

のを無しにして、まじめにやったのですが、６年ぶりで且つまじめにやった結果、過去最低

の来場者数でやっている自分たちも、今日おかしくないかと焦るくらいだった。６年ぶりと

いうことで広く認知できなかったということもあったと思う。今日の夜と来月、歯科医師会

の会議で、来年度どうするかという話をする予定。フェスティバルでは、オーラルフレイル

のチェックをしましょうということを目玉でやってみたが、高齢の方が数人しか見えず、ま

たそういう所に来る方は意識が高い方かつ元気のある方で、満点ですという方だった。本当

は、おうちに籠ってしまって、少し弱っている方に歯科医師会からアプローチできたら食育

にもつながるのではないかなと思っている。お口ぽかんについては、就学前の子どもを対象

にやりたかったが、小学校高学年から中学生くらいの子がくるくらいで、お口ぽかんを対象

にできる子たちもほとんどいない状態だった。フェスティバルではポスターを掲示し、オー

ラルフレイルとはこういうものです、通常の健康な歯とはこういうものですよと、皆さんが

使っているかぶせの詰め物はこういうものですよと掲示はするが、果たして何人の方が見て

くれたのかということになってしまった。他には、歯科検診の促進ということで、毎年1.6

か月児健診と3歳児健診、成人健診。あと各医院が受け持ち小学校、中学校、高校での検診

を実施している。食育とは関係はないのですが、島田市は小学校を卒業するまでは虫歯の数

が少なくてとても優秀だが、中学に上がると急に県でもワースト２位か３位以内になってい

る。その原因は何があるのだろうかという話になるが、歯科医師会としても、行政と相談し

ながら何か提案できるといいよねという話をここ数年している。カムカム健康プログラム

は、健康づくり課の方でやっていただいているが、東京科学大学の松尾教授に来ていただい

て、オーラルフレイルを防ぐためにはどういう食事をしたらよいのか等の講義をしていただ

いている。私たちの課題としては、来年度の歯と口の市民フェスティバルをどうするかとい

うことにつきますが、少しでも改善し、少しでも市民の方に意識を高めてもらう、それに

よって少しは食育につながるといいなと思っている。 

【委員】 

特定健診や後期健診をやりまして、受診していただき早期に生活習慣病を発見し、治療する

ということを実施している。予防まではなかなかできてはいない。 

【委員】 

PTAとして主だった活動というものはありませんが、育ち盛りの子どもたちがいるというこ

とで、小中学校や各ご家庭で創意工夫しながら食育に関しては取り組んでいらっしゃるので

はないかなと思っている。今回お話を聞かせていただき、色々な考え方なども変わってきて



いるのではないかなと思った。良いものは今まで通り続けていただいて、変えるべきところ

は柔軟に自分たちが対応していかなければいけないのではないかと思う。色々な情報が今は

あり、調べれば色々なことが出てくるという時代で、本当の情報もあればうその情報もある

という所で、自分たちが必要なものを取捨選択して、最終的に自分たちに落とし込んでいく

ということが大事。自分がどうしたいかを自分で考えて色々やっていかなければいけない時

代ではないかなと、今日お話を聞いて感じた。 

【委員】 

保育園や児童クラブに伺い朝ごはん食べているかなどのチェックもしたりしている。その中

で、今日はお昼のこのご飯が初めてだよという子がいたことに私自身も初めは驚いた。今は

そういう時代だなと感じた。ご飯はしっかり食べようねということを子どもたちにも周知し

ていきたいなと思っている。次に、コロナも明けてやっと具だくさん島田汁をみなさんに配

布ができるようになった。その中であったのが、おばあちゃんが私一人暮らしなので味噌汁

はインスタントの味噌汁しか食べないんだよとお話があり、ここに来て具だくさんの味噌汁

を食べるとほっとし安心するんだよというお話をしてくれた。味噌汁って日本人にはやはり

ほっとする場所、飲んだらなんとなくあったかくなる場所になるようなものかなと感じた。

これからも、あったかい心が届けられるように頑張りたい。 

【副委員長】 

今日の議事は、(1)低栄養のことと(2)それ以外の皆様の活動についてお伺いさせていただい

た。低栄養を重点にしたことの理由等も説明をいただき、結局は介護予防という視点の中

で、フレイルサイクルに一旦入り込んでしまうと、運動機能が下がって、栄養状態が悪く

なったり、意欲も下がり、食べられない運動できないとぐるぐる回っていくうちにだんだん

介護のところまでいってしまうので、その前に何とかしたい。切り口としては、運動機能

アップのための運動という切り口だったり、低栄養という食事だったり、意欲とかそういっ

た点では社会参加という、様々な切り口から入って、サイクルが回らないようにしていただ

いているのが、食育の活動としては、食事という切り口で考えていく活動。食事は食行動と

しては、口腔ケアというものが非常に重要になってくるので歯科医師会のみなさまのご協力

や活動がとても重要なところだと思う。食の行動となると、健康栄養の在宅栄養士さんが活

動されているような栄養に関する知識であったり、スキルをお伝えする健康教育的な部分も

非常に重要になると思いますが、食行動は気持ちや技術だけではできなく、経済的な問題で

あったり、家族環境であったり、食料を入手する環境があるかどうか、買いに行くまでの足

となるものがその人にあるかどうかなど、様々な環境がある中で、食育活動としてやれる範

囲とそれだけではどうしても行きつかない、より広い意味での社会福祉的な、社会環境整備

的な関りも当然市の健康問題として解決していくときにあるのかなと思う。その中で、食育

活動として可能な活動を展開していくことが、求められているのではないかと思う。低栄養

の状態も、すぐ対処しなければいけない非常にハイリスクの方から、ほとんどの方はそうで

はないハイリスクでもない低栄養とは全く関係ない状況、むしろ食育活動の一般的な健康教

育の場面だと、そうでない人がいっぱいの中にハイリスクの人が多少いるという状況。他の

健康教育でも同じような問題を抱えていて、みなさんで相談しないと難しいとは思う。ハイ

リスクの人を拾うということは、その人たちだけにアプローチしていけばその人たちを救う

ことは可能で、救う人を見つけたいというお話が今のお話の中にもあったと思うのですが、



もう一方で、その人たちだけを救っていたら、次に低栄養になってくるハイリスクの人は次

から次へ現れるので、よく言われるハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの

双方で関わっていかなくてはならないと思う。今、全国的に介護予防のところでは、国保の

担当や介護予防の課と健康づくりの課の横の連携による横断的な活動をしましょうとどこで

もやり始めており、ハイリスクとポピュレーションの両方をやっていくときに横断的にやっ

ていくことで、効果も上がってきているという実態があると思う。特に、食に関しては横断

的な活動がとても得意で、育っていく分野だと思う。運動についての切り口でやりましょう

となった時に、食ほど横断的にやろうというのは難しいかと思うが、食に関してはそれがう

まく回りやすい。食育活動は横断的な活動で初めて有効な活動ができるので食育活動をして

きたところは、そこが強く、すぐに活動的になれると思う。少なくとも、島田市のように食

育活動を連携しての活動が、今まで色々関わってきてくださった皆様方の努力ですごく育っ

ていると思う。そのため、対象の設定とか個々には細かくは様々検討していく必要があるか

と思うが、全国的な方向性の中の介護予防や国保と健康づくりの分野は一体化して介護予防

を展開していこう、低栄養を展開していこうという中では、島田市は非常に動きやすい状況

になっていると感じる。ですので、方法論の所は課題があれば検討されつつも、他よりもよ

り優れた形で展開できるのではないかなと感じる 

２つ目の活動の報告ですが、どの活動も柱の４つの中に含まれていてすべてが重要な活動

で、健康に関係するものだけではなく、食育は環境整備であるとか、持続可能な食の確保と

か、そういう点でも食育として重要なものですので、それぞれの皆さんの活動はどれも必要

なもので大事なことだと改めて今日皆さんの報告を聞いていて思いました。活動に関してで

すが、食育推進計画を立てる時に計画として仕立てることの意義は、目的を設定しその目的

を叶えるための具体的な目標を設定し、活動をどうしていくかということを示すことで、分

かりやすいし、みんなが一緒に共有することができるので、同じ方向を見られるという利点

に加えて、新たな協力者もそれを示すことで得られやすくなる。もう1つは担当者が変わっ

ても継続性が保たれる、そういったことを計画の策定するときに考えてきた。そして、活動

するときに誰が活動するかというと委員の皆様みんなでやるので策定する段階からみんなで

一緒に考えていきましょうということでしてきた。この計画策定に20年くらい関わらせてい

ただいて、多くのことを学ばせていただくということでありがたかった。もう1つ感じてい

たことは、活発な活動と考えた時には、計画で同じ目標をみんなで見て協力することはでき

るのですが、活発なという言葉が目に付くとなると、そこにはそこに関わる人の思いである

とか、愛着みたいなものがあるとよりその活動は、活発な活動になっていく。今日の皆さん

の発表を聞いても、思いや愛着もある中での活動だなと非常に感じた。この愛着というの

は、聞き方によっては変化を拒み、新しい人を拒むみたいな狭い自己中心的な発想ではな

く、より広い純粋な愛着がより一層の活発な活動につながると学ばせていただいた。今日の

皆さんの発表を聞かせていただいて、きっと島田らしいところがあるので、島田らしい活発

な食育活動が続くなと非常に思った。また、他の市町村は、しまだ汁が島田にあるのはすご

く良いとみんな言いますので、続けていただければと思う。 

【委員長】 

みなさん色々な事業をしてくださり、食育というのが色々な分野に参加できるというのがわ

かって、食育って一言で言っても、すごく広い範囲であると思う。頭の中のどこか隅にでも



いいので食育というのを入れておいていただて、これからも目に付いたら食育という言葉を

使って活動していただきたいと思う。 

 

４  事務連絡                                      

【司会】 

食育推進委員の任期が２年となっており、今回が任期の中の最後の会議となります。２年間

ありがとうございました。 

 

５  閉会 （17：00）                                     


